
CO2簡易算定ツールのご案内

こんなお悩みありませんか?
・CO2排出量削減に向けて取り組まないと
今後、競争で不利になるかも・・・
・取引先やグループ会社から、CO2
排出量を開示するよう要請を
受けている・・・

◆CO2排出量の算定や削減の取り組みが求められています!

・2015年12月にパリ協定が採択され、
「地球の平均気温上昇を2℃より十
分低く抑え、できれば1.5℃に抑える
努力をする」という 2℃未満目標 が
合意されました。

・企業にも温室効果ガス排出低減の
取り組みが求められています。

◆手元にあるデータから、簡単に自社のCO2排出量をセルフ
チェックできます!

ツールの詳細、お問合わせは、裏面をご覧ください。

・でも、算定方法がわからない・・・
・データを集めるのも大変・・・

データ収集状況に合わせた5つの方法からCO2排出量を算定可能!
方法①

算定済みの数値
方法②

各自社拠点の敷地面積
方法③

決算書の水道光熱費

方法⑤
各エネルギー※の年間消費量

エネルギーデータの収集が出来るの
で、「方法④」や 「方法⑤」で算定
できそうだな・・・

水道光熱費なら決算報告の
時にまとめているので、「方法
③」で算定しよう!

付属の「簡易削減シミュレーションツール」で2030年までの
CO2排出量の削減計画を簡単に策定出来ます!

※2:1アカウント1企業のご利用となります。
システム上でのデータの拠点間連携はできません。

※2:契約満了の約1ヶ月前に、当社から継続意向
の確認連絡を差し上げます。

ターゲット 中堅・中小企業

算定内容 Scope1＋2相当※1

結果 ・最新データのみ保存可
・削減シミュレーションExcelにて管理

サポート ・チャットボット、マニュアル提供
→コンサルタントの支援をご希望の方は、
別メニューの「簡易算定サービス」をご
利用ください。

CO2簡易算定ツールの特徴

※1:Scope1:自社での燃料使用等による直接排出
Scope2:他社から供給された電気、熱・蒸気の

使用に伴う間接排出

他にもこんなメリットがあります!
・電卓のように簡単に算定できます!
⇒月次、年次の算定も簡単!
⇒データ管理や、削減計画の作成が可能な「簡
易削減シミュレーションツール（Excel形式）」
もご提供します!

・ 札幌SDGs企業登録制度で承認を受けた企
業さまは1年間に限り、お試しで無料!2年
目以降は税抜6万円※2

方法④
各エネルギー※の年間支出額
※重油、灯油、ガス（LPG、都市ガス）、ガソリン、軽油、電気



営業担当(お問合わせ先):
三井住友海上火災保険株式会社
北海道支店 金融法人課 島崎・林
TEL:011-213-3301

出力したCSVのデータを
簡易削減シミュレーションツール
に貼り付けると・・・

2030年までの
CO2排出量の削減イメー
ジをシミュレーションできます。

簡易削減シミュレーションツール

簡易削減シミュレーション結果イメージ画面

算定画面

データ収集状況に合わせて、
３つのSTEPで簡単に
算定できます!

データ入力画面
※一般的に2→３→４→５の順で
算定精度が向上します。

算定結果の数値はCSV
で出力でき、付属の「簡
易削減シミュレーション
ツール」で管理可能です。

Scope1とScope2
の比率を円グラフで
可視化します。

※海外拠点のCO2を算定される場合、
電力の排出係数は国内平均を使用し
ていることを前提にご利用下さい。算定結果イメージ画面

算定結果

右記二次元コードからお申込みいた
だけます（「CO2排出量簡易算定
ツール」提供をご選択ください）。


